






【要約】神経芽細胞腫マス・スクリーニングで発見された患児と臨床的に発見された進行

例 に お い て 、 尿 中 VMA,HVA と と も に 他 の カ テ コ ー ル ア ミ ン 関 連 物 質

(MHPG,DOPAC,VLA,dopamine、３MT)を測定したところ、進行例において、VMA が上昇せず

に HVA だけが高値を示す例が認められ、また、スクリーニング例ではほとんど上昇の認め

られない dopamine や DOPAC の上昇が認められた。このことは、dopamine 系の物質が進行

例に特異的な指標になるとともに、本症の生物学的多様性を検討する上で有用であること

が示唆された。


